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はじめに

1960 年代末の先進諸国で高まった，若い世代の騒乱は，貧しく虐げられた底

辺の人々の反乱というマルクス主義の革命論と当初は結びつき，藤圭子
1
の演歌

を高く買った思想家たちの多くもそうだった。過激化した若者たちは毛沢東や

チェ・ゲバラを英雄視したが，彼らマルクス主義革命家たちが史上稀に見る非

1 以下，ミュージシャンないしアーティストの履歴や逸話は，とくに断らない限り，公式ウエッ

ブサイトや Wikipedia で公表されていることや，私が聞いたり読んだりし，鮮明かつ正確に

記憶していると自分では思っているような，各種メディアの信頼しうると思われる情報に

よる。
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